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①ばく露量は下がっていくと知ることができる。

②地域（自治体）が汚染に対応する後押しになる。

③ばく露量を知らないことによるストレス（不安）から解放される。

④PFASばく露による潜在的な健康リスクへの予防的措置がとれる。

⑤ばく露低減対策の有効性を確かめることができる。

資料⑦ 米国学術機関「米国アカデミー」に示された血液検査の『メリット』

資料⑥ PFOS及びPFOAに関する対応の手引き（第2版）令和6年11月 環境省 より抜粋

ジャーナリスト諸永裕司氏によると、PFAS汚染源は大半は明らかになっ

ており、次の三つ

１．基地

２．汚染源工場

３．産廃処分場


